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論文内容の要旨
【同的】硬化性被糞性肢膜炎 CSEP)の防止は、 CAPD長期管珂の卜.で、非常に重要な問題である c SEP 
への移行を早期に発見するためには、腹膜巾皮の変性状態を早期に発見する必要がある。我々は排液巾の
中皮細胞の形態をみることにより、腹膜中皮の状態を非侵襲的に判断できる方法を考案し、その臨床的怠
義について腹膜病理組織と比較し検討を行った。
【対象】当院のCAPDのカテーテノレを抜管した27{9IJo CAPD世は平均78ヶ片 (7-161ヶ月)。 抜管理由は
SEP診断後2例、 SEP予防8例、手術時3例、感染10例、その他4例である。カテーテルを挿入した 7f9IJ 
をconirolとした。
【方法】腹膜透析液の夜間貯留後の抗液を採取し、中皮細胞向.積投び形態を観察し、挿入時や抜管時の腹
膜病理組織診断とを比較検討した。
【結果】中皮細胞はその大きさ及び形態により、正常細胞、核異常細胞、巨細胞の 3群に分類できた。
CAPD期間と中皮細胞而積は正の相関を認めた (r=O.ηl， pく0.0001)。硬化性腹膜炎 l例の中皮細胞面積
は1200μm2であった。腹膜硬化症9例の中皮細胞商積 (584士97μm2)は、腹膜線維症14例 (389:i26μm2
p く0.05)、急性腹膜炎3例 C223:i10μm 2， p<O.005)、iF.常腹膜7例 (247土12μmz，pく0.001)よりも有
意に大きかった。巨細胞は硬化性腹膜炎の 1例と腹膜硬化症9人中3人に認められたが、他には腹膜線維
症 l人にしか認められなかった。巾皮細胞面積400μm2以上や戸細胞の出現では、腹膜病理組織学的な腹膜
硬化症や臨床的なSEP発症の頻度が増加した。 (p<0.0001，感度91%、特民度83%)。
【結語】排液中の中皮細胞面積の増加やU細胞の出現は、腹膜病理組織の変性を示唆し、 SEP進展予防の
ため適切なCAPD中1 -.時期を決めるのに有用な指標となりうる。
論文審査の結果の要旨
硬化性被嚢性腹膜炎 CSEP)の予防と防止は、 CAPD長期管理の上で、非常に璽要な臨床的問題である。
SEP発症を早期に発見するためには、腹膜中皮の変性状態をより早期に発見する必要がある。排液中の中
皮細胞の形態をみることにより、腹膜中皮の状態を非侵襲的に判断できる方法を考案し、その臨床的忠義
について腹膜病理組織像と比較し検討を行った。
対象はCi¥PDのカテーテルを抜符した27伊1/0CAPD歴は、v均78ヶ月(7 -161ヶ月)。抜管P.TI由はSEP診
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断後 2例、 SEP予防8例、手術時3例、感染10例、その他4例である。カテーテルを挿入した 7例を
ωntrolとした。腹膜透析液の夜間貯留後の排液を採取し、形態を観察し、 atrandomに抽出した50個の平
均細胞面積を求め、挿入時や抜管時の腹膜病理組織診断とを比較検討した。
中皮細胞はその大きさ及び形態により、正常細胞、核異常細胞、巨細胞の 3群に分類できた。 CAPD期
間と中皮細胞面積は正の相関を認めた。硬化性腹膜炎1{7IJの中皮細胞面積は1200μm2であった。腹膜硬化
症9例の中皮細胞面積 C584:t97μmつは、腹膜線維症14例 C389:t26μmZ，p<u.05)、急性腹膜炎3WIJ 
(223土10μm2，p<O.005)、正常腹膜7例 (217土12t.mz・Pく0.001)よりも有意に大きかった。巨細胞は
硬化性腹膜炎の 1{7J]と腹膜硬化症9人中3人に認められたが、他には腹膜線維癒1人にしか認められなかっ
た。中皮細胞面積400μm2以上や巨細胞の出現では、腹膜病理組織学的な腹膜便化症や臨床的なSEP:'充症の
頻度が増加した。
以上のことから、排液中の中皮細胞面積の増加やE細胞のHl現は、腹膜の線維化の程度を示唆し、 SEP
進展予防のため適切なCAPD中止時期を決めるのに有用な指様となりうることを示した。
以上の研究結果は、 CAPDにおける病態生理とくに、硬化性腹膜炎の診断に貢献するものであり、博土
(医学〉の学位を綬与されるに柿するものと判定された。
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